
土質安定用硬化材



特　長11

用　途22 化学組成33

性　状44

配　合55 荷　姿66
20kg
紙袋

セメントの種類

高炉B種セメント

微粒子セメント
（コロイダルセメント）
超微粒子セメント
（コロイダルスーパー）

種　類 材料名（製品名） 備　考
高炉B種セメント 密度3.04g/cm3

微粒子セメント（デンカコロイダルセメント） 密度3.00g/cm3

超微粒子セメント（デンカコロイダルスーパー） 密度2.94g/cm3

硬化材（急硬材） デンカES‒L 密度2.90g/cm3

凝結調整剤 デンカセッターD‒300 ‒
高性能減水剤 デンカFT‒500V 密度1.20g/cm3

水 飲料水 ‒

セメント

セメント 減水剤 水 ES-L 水 セッター
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①主材および硬化材ともにセメント鉱物で無機物である。
②主材を選定することにより浸透性に優れる。
③地盤状況により任意の配合設計が可能である。
④凝結調整剤の増減により中結～長結が可能であり強度は変わらない。
⑤海岸沿いの工事において、練り混ぜ水として海水の使用が可能である。
⑥固結体は、水への溶出がなく耐久性が高い。

①浸透性が要求される注入。
②耐久性が要求される地盤改良。
③強度が要求される場合。

「デンカES-L」は、「デンカES」を基本とし、10分以上の長いゲルタイムをとれるようにした
ものであり任意の配合設計が可能であり耐久性および浸透性に優れた無公害注入硬化材です。
また「デンカES-L」は、30℃以上の夏場においてもES-L 液単液の硬化防止ができ作業性
も大きく改善されました。

土質安定用硬化材
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使用上の注意事項

物　性88

1010

安全性99

（2）硬化時間

（1）圧縮強度

●使用材料および条件により、ゲルタイム等が異なります。
　現場使用条件で試し練りを実施して確認後、使用条件を決定して下さい。
●ES‒Lはセメントと同様に水硬性があります。したがって必ず硬化しますので、使用後または作業中断
する場合にはミキサ、ホースおよびポンプを水洗いして下さい。
●ES‒Lの解袋したものは、その日の内に使用して下さい。
●ES‒Lが目に入った場合は、15分以上水洗いし、医師の処理を受けて下さい。

①使用材料中の重金属等の有害物質は、許容限界以下である。
②劇毒物および危険物の規制は受けず、建設省の薬液注入に関する「暫定指針」に適合する。

使用方法77
現状の状況に応じて、1ショット、1.5ショットおよび2ショットで使用できる。
・1ショットでの使用の場合 水→セッター→ES-L→セメント の順で投入して下さい。
 （ES-Lとセメントの投入順序をまちがえると硬化不良となります）
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図-2：BBでのセッター量別ゲルタイム
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図-3：コロセメでのセッター量別ゲルタイム
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図-1：20℃打設後、材齢1日で脱枠、20℃水中養生
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図-4コロスパでのセッター量別ゲルタイム
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